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1. はじめに
土木学会誌 2014年 2月号において，特集「今こそダイ

バーシティ推進を！」1)が掲載された．土木界においても男
女共同参画，ダイバーシティ推進の認知度が向上している
ことを示すできごとであった．土木学会におけるダイバー
シティ推進は，女性会員の活躍推進を中心として，教育企
画・人材育成委員会ダイバーシティ推進小委員会が取り組ん
できた．小委員会は 2004年に「ジェンダー問題特別研究小
委員会」として発足し，2006年に「男女共同参画委員会」，
2010年には「ダイバーシティ推進小委員会」と名称を変更
して現在に至る．2年単位 5期にわたる活動において，第 1

期は「課題の把握」，第 2，3期は「男女共同参画」，第 4，
5期は「ダイバーシティ推進」に取り組んだ．
第 3期までの活動については岡村ら2)，第 4期までにつ

いては山田ら3) が報告した．また岡村ら4) は，2008 年 3

月末に 2.5%である女性会員の割合は，2018年度までに 6.9

～8.7%に達すると推計した．本稿ではダイバーシティ推進
小委員会の第 5期（2012–2013年度）の活動と成果を紹介
する．

2. 土木学会の状況
土木学会におけるダイバーシティ推進の進展について，女

性会員の状況より把握する．
(1) 会員数
2014年 1月末現在の女性会員数は，正会員 989名，学生

会員 687名の合計 1,676名であり，全会員の 4.3%を占めて
いる (表–1)．小委員会が把握しているもっとも古い数値は
1998年 1月末の正会員 325名，学生会員 327名，合計 652

名，全会員の 1.6%であった．この時点と比較すると，人数
も割合も 2倍以上に増加した（図–1）．男性，女性別に年
齢階層別の分布を見ると，男性は各年齢層ともほぼ一定で
あるが，女性は 30歳未満が半数，40歳未満が 8割を占め
ている（図–2）．
(2) 委員会等への参加状況
2013年 9月現在，土木学会の会長・副会長 7名，理事・

幹事 25名の意思決定層に女性の参画はない．土木学会のほ
ぼ 100年の歴史の中で女性の理事は 2006年度に支部枠で選
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表–1 土木学会の性別会員数

1

年 月 日 正会員（個人） 学生会員 正会員（個人）＋学生会員

うち女性 うち女性 うち女性

2014 1 31 33,468 989 3.0% 5,778 687 11.9% 39,246 1,676 4.3%

2013 3 31 31,060 838 2.7% 4,936 574 11.6% 35,996 1,412 3.9%

土木学会の性別会員数（2014年1月31日）
人数 割合

合計 男性 女性 男性 女性
正会員 33,468 32,479 989 97.0% 3.0%

学生会員 5,778 5,091 687 88.1% 11.9%

合計 39,246 37,570 1,676 95.7% 4.3%

注：2014 年 1 月 31 日現在

注：1988 年は 1 月 31 日，2004 年及び 2009 年は 4 月 30 日，それ以外
は各年 3 月 31 日の数値．

図–1 性別の会員数の経年変化
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図–2 性・年齢別の会員数の構成

出された 1名のみである．学会誌編集委員会には例年，50

名程度の委員のうち約 10名，企画委員，教育企画・人材育
成委員会等の企画系の部門においては 1割前後の女性委員
がいる．一方，調査研究部門での女性の登用は非常に限定
的である．

3. 活動の概要
2012年 6月から 2014年 5月までの第 5期の活動の概要

を紹介する．
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(1) フォーラム
2013年10月に「第4回土木学会ダイバーシティ推進フォー

ラム」を開催した．テーマは「多様な技術者の多様な挑戦」
である．シニア層の技術者の多様なキャリアを紹介し，土
木界におけるダイバーシティ推進においても，男女共同参
画に加えて年齢やキャリアの多様性も対象とすべきである
ことを提案した．
(2) 全国大会でのランチ
“Lunch Café D.D.”（ドボク・ダイバーシティ）を 2度，

開催した．土木学会の全国大会においてダイバーシティに
関心のある方々が昼食をともにしながら交流する試みであ
る．地盤工学会の「サロン・土・カフェW」を参考とした．
第 1回は 37名，第 2回は 17名が参加した．女性会員から
の実施の要望もある一方，開催施設の状況に詳しい方々の
参画や予算の確保が不可欠であることを把握した．
(3) 女子中高生向けの活動
国立女性教育会館が主催する「女子中高生夏の学校」に

企画委員として参画している．2013年度は鉄道関係する 3

社の職場をバーチャルに訪問するプログラムを担当した．ま
た，ポスター展示には土木系の 5団体が出展した．
(4) 書籍の発行
2013年 1 月に土木学会 100周年記念出版の第 1号とし

て，「継続は力なり–女性土木技術者のためのキャリアガイ
ド–」5)を出版した．土木技術者女性の会，地盤工学会の協
力によりWGを設置して編集し，紹介記事等の執筆，パネ
ルディスカッションの開催や，委員の所属先の会合での紹
介，大学での講義における使用等の告知も実施した．
(5) 一時保育サービス
2013年度には，複数の会員からの要望を計画学研究発表

会の実行委員会に取り次いだ結果，授乳やオムツ交換に使
える「キッズルーム」が開設され，当該会員の一人が発表
会に参加することができた．規模の大きな研究発表会にお
いて設置の効果があることを把握した．
(6) 継続的な情報発信
2007年度にウェブサイトを開設して以来，活動の案内や

記録に加え，土木分野におけるダイバーシティ推進に関す
る記事や論文の書誌情報を収集し，公開している．

4. 活動の成果
前節では当小委員会の第 5期の主な活動を紹介した．本

節では，これらの活動の成果を紹介する．
(1) 書籍販売数
2013年 1月に発行した書籍は，最初の 1年間で 1,300冊

を販売し．生産費を回収した．

表–2 公開した書誌情報の数

1

土木学会の性別会員数（2014年1月31日）
人数 割合

合計 男性 女性 男性 女性
正会員 33,468 32,479 989 97.0% 3.0%

学生会員 5,778 5,091 687 88.1% 11.9%

合計 39,246 37,570 1,676 95.7% 4.3%

書誌情報件数（2014年3月31日まで）
2009年 2010年 2011年 2012年 2013年 2014年

全件数 15 16 23 56 121 39

うち当小委員会に 
関するもの 13 6 13 6 35 4

うち書籍に 
触れたもの − − − − 26 4

注：2014 年は 3 月 29 日までの数値．

(2) 取材等の増加
継続的な情報発信の結果，当小委員会の活動が報道され

る機会が増加した（表–2）．2013年には，26件の記事にお
いて出版した書籍が取り上げられた．
(3) 上位組織への提案
これまでの成果をもとに，上位組織である教育企画・人

材育成委員会に次の 3点を提案し承認された．今後，理事
会に上申される予定である．

【女性委員登用依頼の発信】すべての委員会に対し，少な
くとも 1名の女性委員を登用する依頼を，学会長名で
発信する．

【小委員会の昇格】正副会長，担当理事の意向も踏まえ，多
方面にわたり機動的に働きかけられるよう，担当理事
を会長とする委員会に昇格させる．

【女性理事の登用】近い将来，女性が理事として登用され
るよう，手続き等の検討を行なう．

5. おわりに
ダイバーシティ推進小委員会の 5期までの活動は，男女

共同参画を目的とする女性会員の活躍の支援が中心であっ
た．本稿ではこの点については一定の成果を上げたことを
把握した．第 6期以降は，文字通り多様な会員，技術者が
活動しやすい土木界の実現のためのダイバーシティ・マネ
ジメントに，取り組む予定である．
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